

























OKAZAKI Kaheita and his time ——
A portrait of the business leader who devoted himself to the 








羽田空港）。2018 年 7 月、羽田空港国内線第 2 旅客ターミナル 3 階の
「ディスカバリーミュージアム」にて “ 岡崎嘉平太展 ” が開催された。そ
れよりも数年前のことである。
「大きな翼に、大きな夢を」。尖閣諸島の領有問題などをめぐり日中貿易
はじめ日中関係が冷え込む 2014 年 3 月 31 日。沖縄発 ANA126 便の “ ジャ








岡崎嘉平太とその時代――  日中友好に尽くした ANA（全日空）社長の肖像＝前篇＝
だが、もうひとつ忘れてはならない記憶がある。1989 年 6 月 4 日に起きた
天安門事件の際に邦人救出のための臨時便の救援機として　　日本航空
（JAL）のジャンボ機とともに　　活躍したことである。天安門事件が起
きた 1989 年当時の中国北京（および北京近郊）にはおよそ 4,000 人もの
日本人がおり、彼らを日本に帰還させるためには「ジャンボ機 10 機分ほ




そんな ANA（全日空）は、何かといえば “ 中国 ” というイメージがある
ようだ。そして、どうやらこうした「ANA といえば “ 中国 ”」というイ
メージは単なるイメージではなさそうである。“ANA（全日空）” と “ 中国 ”、
この 2 つを結びつける手がかりが、本論文で考察する岡崎嘉平太である。
岡崎嘉平太は、戦前は中国上海で華興商業銀行理事や日本大使館事務所

















































































岡崎嘉平太とその時代――  日中友好に尽くした ANA（全日空）社長の肖像＝前篇＝
（「現在窮乏…」美土路昌一との出会い：一貫した信条に追加された思想）
私たちの多くが岡崎嘉平太を “ 日中友好に尽くした ANA（全日空）社長 ”
としてイメージしているならば、こうした岡崎嘉平太のイメージは、  　　
同郷の先輩であり、朝日新聞社社長をつとめたことで知られる　　ANA



























ANA（全日空）のボーイング747“ スーパージャンボ ” 初号機受領式
（（公財）岡山県郷土文化財団所蔵）
－57－



















チスのユダヤ人いじめ ” を “ 日本軍の中国人いじめ ” に重ね合わせる。
このように岡崎嘉平太の「相手の身になって考える」という信念は結局
のところ “ 弱い者いじめに反対 ” する信念であるという仮説を検証するこ
とが本稿の 1 章～ 3 章の主題となる（1 章：“ 西洋人による東洋人いじ
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り、全日空（ANA）社長時代は日中 LT 貿易交渉に尽力するなか 1966 年
には 2 つの航空機墜落事故（羽田沖事故と松山沖事故）を経験したり、そ
の後、岡崎にとって念願だった日中国交回復と全日空（ANA）の中国線









の前身会社を設立した話や日中 LT 貿易に携わった ANA（全日空）社長時
代の話を中心に ANA（全日空）社長・副社長時代を扱い、6 章では「岡崎
嘉平太と中国」をテーマに岡崎の日中 LT 貿易締結交渉の功績を中心に扱
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過する。そしてそこから車で走ることおよそ 5 分、岡崎嘉平太の菩提寺
“ 妙本寺 ” を通過する。そしてさらにそこから数十分ほど歩くと岡崎家墓
所と岡崎嘉平太生家跡に辿り着く。岡崎嘉平太の物語はここ岡山県吉備中
央町からかじまる。
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４．東京帝国大学時代
一高を卒業した岡崎は東京帝国大学法学部政治学科 15 に進学した。今
日では桜が咲く 3 月に卒業式を迎え、4 月に入学式を迎えるという学年歴
が一般的だが、岡崎の時代はこうした今日の様相と異なり、7 月に卒業し、
9 月に入学するのが一般的であった。岡崎は 1919 年 7 月 1 日に一高を卒
業し、同年 9 月 11 日に東大に入学した。したがって、この年の 5 月 4 日
に北京で発生した中国の学生による山東省の利権返還要求運動（五・四運











































































た “ 学び ” をテーマにして考察したい。もうひとつは 1 章から 3 章まで連
続するテーマである “ 日本の中国いじめ ” に根源が類似しているドイツの
ナチズムについてである。岡崎がベルリンに赴任していたころのドイツは
ナチスが台頭してきた時代でもあった。青春時代に中国からの留学生との





のではなかろうか。本章では “ ナチズム ” について岡崎による『マインカ
ンプ』の解釈などを取り上げ考察したい。
１．日本銀行への就職と小樽支店への配属
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閉店の様子をつぎのように報じている。
「日銀小樽支店、109 年の歴史に幕　創業以来初の支店廃止／北海道」
　日本銀行小樽支店が 13 日、最後の営業を終え、109 年の歴史の幕を
閉じた。廃止は 16 日付。…建物は来春、日銀の役割などを紹介する金
融資料館として再出発する。…営業終了にあたり、藤原作弥副総裁が





 （2002 年 9 月 14 日付　朝日新聞朝刊　北海道 2 面　24 頁）




本店勤務に戻ることとなった。昭和 3 年、31 歳の時に時子夫人と結婚した。
翌年、日銀ロンドン代理店監督役附としてドイツに駐在することとなった 24。
岡崎が単身赴任でドイツに駐在していた丁度そのころ、満州事変（1931









験学問 ” による “ 学び ” のスタイルを重視してきたからに他ならない。
学問はしばしば、“ 目学問 ” と “ 耳学問 ” の二元論で論じられがちであ
る。“ 目学問 ” が書物や資料あるいは参考書などから学ぶことであるなら、
“ 耳学問 ” は先生や専門家などの授業や講義などから学ぶことである。学
校制度のような多くの試験を突破するために必要な知識や教養を身に付け
るような「勉強」をすることを“ 学び” と称するような“ 学び” の場におい
ては、こうした “ 目学問 ” と “ 耳学問 ” の二元論で構成されるような、「知
識や情報を受け身で「受け取る」という「学び」のスタイルである」、“ 伝
聞学問 ” だけを論じていれば十分かもわからない。しかし、多くの人間に
とって “ 学び ” とは、このような “ 伝聞学問 ” による “ 学び ” だけとは限ら
ない。“ 伝聞学問 ” による知育偏重の “ 学び ” だけが “ 学び ” のスタイルで
はない 25。そして、異なる “ 学び ” のスタイルの一つが、体験や経験をと
－77－
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おして身に付くような “ 学問 ” であると考えられる。これを “ 体験学問 ”
と呼ぶなら、ドイツ駐在時代の岡崎はどちらかといえばこうした “ 体験学






とよく交際し、こうした “ 体験学問 ” ともいえるようなドイツ人との交流
による “ 学び ” をとおして、ドイツ人の “ ものの考え方 ” を学んだ。その
一方で先述したように、「新聞記者がするような勉強」はほとんどしな
かった。岡崎がこのようにドイツ赴任中にドイツ人とよく交流してドイツ
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る箇所も存在するのである。
岡崎はこのようなドイツ語の原文で書かれた『マインカンプ』を読んで
いる。だから、岡崎がヒットラーの “ ドイツ語原文・原著 ” と “ 日本語に
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務。6 章 §3「息子として 60 年」引用箇所参照）が生まれたり、犬養毅（号
は「木堂」）が政友会総裁に就任したりした年であった。また “ 世界恐慌 ”
という世界史的な出来事として知られるニューヨーク市場で株価大暴落が
起きたのも同年（1929 年 10 月 24 日）である。そんな 1929 年に岡崎はベ
ルリン支店への赴任を命じられた。岡崎は犬養とは、高校時代に所属して
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主義のムードが高まるなかで「協調外交」路線の幣原喜重郎を外務大臣に












岡崎が単身赴任でドイツに駐在していたころ、1931 年 9 月 18 日に起き
た満州事変とさらに翌（1932）年 3 月に愛新覚羅溥儀を皇帝とし「五族協
和」を唱えた満州国が建国されたことによって、日中関係は悪化してい
た。1931 年 12 月に成立した犬養内閣はもはや軍部の暴走に抵抗する術は
なかった。「犬養個人は満州国の建国に反対だった。しかし…犬養内閣は
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高嶋の話には後日談がある。岡崎と高嶋は「日本に帰ってもその議論を
していた」。あるとき、岡崎は、高嶋が「人に聞かれないようにというの











































































関しては “ 空白部分 ” が多く、あまり知られていないようである。また























歴の肩書だけをみれば、日中戦争を “ 日本による侵略戦争 ” だったと位置
付けるのならば、岡崎は日本の中国侵略（進出）行為に関与した侵略戦争
への協力者だったという見方もできるのかもしれない。事実、戦後、岡崎






























昭和 12（1937）年 7 月 7 日、岡崎嘉平太が 40 歳のときに、中国北京郊
－101－






日中戦争が激化するなか、昭和 12（1937）年 12 月に日本軍（中支那派
遣軍）は国民党政権の中華民国首都南京を攻略し、翌（1938 年）年 3 月、
日本軍による事実上の傀儡政権である「中華民国維新政府」が南京に樹立
された。またこのような「日中戦争の長期化は、国内の総動員化を要求」
した 63 ため、昭和 13（1938）年 4 月に政府は「国家総動員法」を制定した。
このように盧溝橋事件がたんなる「北支事変」から「支那事変」へと拡
大して日中全面戦争へと発展した戦時下の政治・社会情勢のなかで、岡崎
は、陸軍省より昭和 13（1938）年 3 月 16 日から陸軍省の事務を嘱託され
る。3 月 27 日より、岡崎は陸軍省中支那派遣軍特務部隊として上海に駐在
する。同年 11 月より日本軍中支那派遣軍経理部を兼務する 64。
岡崎が上海に駐在した翌（1939）年 5 月 1 日、岡崎は華興商業銀行の設
立に携わり、同銀行の総裁に中華民国維新政府の行政院院長だった中華民
国の政治家梁鴻瑞を迎え、そして岡崎は同銀行の理事に就任した。また岡
崎は華興商業銀行理事に就任するにあたり同日（5 月 1 日）付で日本銀行





















関係等に限られていた 70」。そのため 1940 年 3 月に汪兆銘傀儡政権「国民
政府」が樹立されたさい、同政権の「中央銀行として、中央儲備銀行が設
立…されることとなり、同（昭和）15 年 12 月華興券の発行は停止された 71」
ようである。
岡崎はまた、華興商業銀行の理事をする傍らでさまざまな公職を兼務し
ていた。華興商業銀行が開業して間もない昭和 16（1941）年 1 月 25 日、
岡崎は、当時東亜研究所総裁であった近衛文麿より財団法人東亜研究所上
海支所調査顧問を委託される 72。2 月 7 日、岡崎は、居留民団法施行規則
に基づき、在上海総領事より、上海居留民会議員を命じられる。4 月 1 日、
在上海総領事より、昭和 16 年度上海居留民団復興資金審査委員を嘱託さ
れる 73。それから数日後の 4 月 16 日、岡崎嘉平太は 44 回目の誕生日を迎
える。そして、この年の 10 月 18 日、日本では東條英機内閣が成立。同年
－103－
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12 月 8 日、連合艦隊司令長官山本五十六元帥がハワイ真珠湾奇襲をおこ
ない、米英に宣戦布告をおこなった。ここにアジア太平洋戦争が開戦し













1937 年 7 月 7 日に日中戦争がはじまってから、「殊に日本の軍とか日本
の実業家は上海に一番多かった」こともあり、当時日本銀行調査局長であ
り、のちに蒙彊銀行総裁となる、宗像久敬が軍の顧問（参事）として、
























































































































る。この年（昭和 16 年〔1941 年〕）の 12 月日米開戦となった。
　4、銀行では上海市街の北方、当時の五条カ辻、今の五角場の辺り










































































ていた 1982 年に、『全日本空輸株式会社　社内報』の「“ 現在窮乏 ” から






















































12 月 10 日に、在上海総領事より臨時総領事館事務を委託されるなど、ア
ジア太平洋戦争開戦後も続いていた。岡崎は、アジア太平洋戦争が開戦し
てから数か月が過ぎた 1942 年 2 月 28 日、在上海総領事より、上海居留民
団税調査委員を命じられる。同年 4 月 1 日、岡崎は、在上海総領事より、
昭和 16 年度上海居留民団復興資金審査委員を嘱託される 79。このように、
華興商業銀行勤務時代から岡崎は公的な仕事にも携わっていた。そんなな
か 1942 年 11 月 1 日に拓務省・興亜院などが廃止されて新たに大東亜省官
制が交付されると、岡崎は、大東亜省 80 より、同日付で大東亜省参事官
（高等官 2 等）大臣官房審議室勤務を命じられる 81。それから岡崎は、同
日（11 月 1 日）付で 3 年間ほど勤務した華興商業銀行を退職し、大東亜
省参事官として東京に半年間ほど勤務する。








る。5 月 7 日、在上海大使館事務所総務部長になる 82。それから 2 年後の




















































































































































































































































いた終戦 3、4 日前の儲備券の発行残高は岡崎によると「まだ 2 兆円くらい
だったが、急に増発される傾向にあった」ようである。そのため岡崎と上























































だが翌日 8 月 14 日になって、大槻から「軍の指図で、もう少し金を残
してある」ということを聞かされた。そのため、岡崎はすぐさま「それは
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をつた…。
 （内山完造『そんへえ・おおへえ』岩波新書、昭和 24 年、33 頁）
しかしながらそれでもなお「中国人」や「中国」への思いを持ち続けた











われる方策」の 1 つであった（岡崎『私の記録』50 頁）。



















































敗戦前日（1945 年 8 月 14 日）までに金の引渡しをおこなうことができて
いた。だが日本の敗戦が濃厚とはいえ現実問題として上海にいる 10 万人
ほどの日本人居留民たちをどうするかという問題を抱えていた。













末頃、「日本円対儲備券の比率を 1 対 70 で送金してよろしい」という指令







をし、生活をしようと思えば、5 万円や 10 万円の金では足りない。100
























日本本土では、アメリカ軍による無差別空爆や、8 月 6 日に広島に、そ
して 9 日に長崎に原爆が落とされ多くの人々が犠牲になった。こうしたな
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とを訪ねてきて「日本は降伏するらしい。岡崎先生がそれを確認したとき
には、知らせて欲しい」と頼んできた。岡崎は日本敗戦を事前に確認する









落ち着きを取り戻した」。だが翌日 8 月 14 日になって、大槻から「軍の指
図で、もう少し金を残してある」ということを聞かされたため、岡崎は夕






































































いずれにせよ 8 月 15 日の「玉音放送」とともに日中戦争とアジア太平
洋戦争は終結した。
そんな日本の戦争の “ 終わり ” は、岡崎の上海での敗戦処理の仕事の
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翌年（1946 年）4 月 23 日、上海での敗戦処理事務を終えた岡崎は、上海















帰った反日的人物、龔徳柏（1 章 §3 参照）だという噂が流布していたよ
うである。その話は岡崎にとって「予想外の出来事」であった。こうした






































































 1 ANA50 周年社史編集委員会編『大空への挑戦　　ANA50 周年の航跡』全日本
空輸、2004 年、131-132 頁。なお、厳密には天安門事件のさいに邦人救援機とし




 3 前掲『大空への挑戦』99 頁。
 4 吉備人出版編集部編『新版　岡山文化観光検定試験　公式参考　書要点整理』
吉備人出版、2007 年、44 頁。
 5 『岡崎嘉平太伝』ぎょうせい、平成 4 年、37 頁。
 6 同書、46 頁。
 7 同書、48 頁。
 8 同上。




13 『岡崎嘉平太講演集 1』71 頁。
14 同上。




18 2011 年 4 月から同年 6 月まで、フジテレビほかにて放送されたテレビアニメ。
－147－









25 もちろん、多くの知識や教養を身に付けるような“ 伝聞学問 ” による“ 学び” も
重要であり、必ずしも、こうした “ 学び ” のスタイルを批判したり否定したりす
ることを意図しているわけではない。
26 ライヒスバンク（Reichsbank）は、1876 年から 1948 年まで存在した「ドイツ帝




























ト・ランダウアー （Kurt Landauer）もコーチのリヒャルト・ドンビ（Richard 
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と、1933 年 3 月 22 日、FC バイエルン・ミュンヘンの職を辞任した。しかし、そ
の後ユダヤ人であったランダウアーは、1938 年 11 月 10 日にナチスによって逮捕
され、ダッハウ強制収容所（Konzentrationslager Dachau：ドイツ・バイエルン州
ダッハウに存在したナチスによる強制収容所）に収監された。だが、ランダウ
アーは幸いなことに、第 1 次世界大戦の兵士であったことを理由に、逮捕 33 日
後にダッハウ強制収容所から出ることを許された。ランダウアーはそれから数か
月後の 1939 年 3 月 15 日にスイスに移住した。不幸なことにランダウアーのほと
んどすべての兄弟はその後、ナチスによって殺害された（FC バイエルン・ミュ
ンヘン社長を歴任したユダヤ人のランダウアーに関する詳細は、ドイツ語文献、
Dietrich Schulze-Marmeling “Der FC Bayern und seine Juden: Aufstieg und Zerschlagung 
einer liberalen Fußballkultur”（Verlag Die Werkstatt GmbH, Auflage, 2011.）を参照のこ
と）。
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40 本研究で参照したドイツ語版の『マインカンプ（わが闘争）』は Adolf Hitler 




44 坂井隆治によって訳された『マインカンプ』は 1932 年に『余の闘争：ドイツ
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